
ラングストン・ヒューズの1930年代の詩における

複数的な政治的遠近法

湊圭史

1．序 化は当時「新しい詩の連動・NewPoetry

Movementw」と呼ばれた。この変化には，アメリカ

の産業構造の変革や，１９世紀後半からの「新移民」

と呼ばれる西欧以外を出身地とする移民の定着な

ど，様々な社会的要因が考えられる。ただ確実なの

は，そうした社会的変化にしたがって，今までのニ

ュー．イングランドの詩壇中心の「アメリカ詩」に，

相対化が起こったことである。

こうした変化と同時に，またそれに深く共鳴した

形で，アフリカン・アメリカン，そして合衆国にお

けるマイノリティが，合衆国文学において初めて，

自立的な声を発する機会を得ることになる。それが

ニューヨークのハーレム地区が中心であったことか

ら「ハーレム・ルネッサンス」と呼ばれたり，より

広く「ニグロ・ルネッサンス」と呼ばれたりするム

ーヴメントである。今Ｈ，ヒューズの名前がもっと

もよくあがるのは，この運動の中心人物としてであ

る。

一般にヒューズは，主にこうした背景において．

ジャズやブルースといったポピュラー音楽の要素を

取り込みながら，新しい形式，アフリカン・アメリ

カンの経験と現実を描くことのできる形式を生み出

した詩人として，評価されている。この側面の一例

として，彼のもっとも有名な詩の一つ，“The

WearyBlues”をあげておく。

ラングストン・ヒューズLangstonHughesは今世

紀を代表するアフリカン・アメリカンの詩人・作

家・批評家の一人であり，1920年代初期から詩人

としての活動を始め．人種問題・労働運動に深く関

わりながら，第二次大戦後まで活躍し続けた。今日，

ヒューズについて語られる場合には，アメリカ合衆

国における人種問題，マイノリテイの問題を中心に

して，評価や分析が行われている。これは５０．６０

年代の公民権運動にいたるまで，アフリカン・アメ

リカンを代表する知識人として多彩な活動を行った

この人物に対する評価として正当なことであろう。

しかしながら，特に30年代に見られる彼の詩の多

様性は，合衆国国内の公式的なイデオロギーの枠組

み，国家文学史の枠組みを越える意義を示している

ように思わる。この論では，特に彼の1920年代か

ら３０年代にかけての詩をとりあげて，そこに見る

ことができる多様性について検討することにする。

２．ヒューズの従来の評価について

ｉ，「ハーレムの桂冠詩人」

まず，ヒューズのアメリカ合衆国の詩の歴史にお

ける位置について少し述べておくことにする。合衆

国の詩壇の中心は１９世紀前半から変わることなく

東部のニュー・イングランドであったが，１９１０年

代になると，シカゴで創刊された『ポエトリｊ誌が

新たな局面を開くことになる。『ポエトリ」誌には，

エズラ・パウンド．Ｔ，Ｓ・エリオットといったモ

ダニズム詩の中心となる詩人や，中ili部を背景とし

て民衆の姿を描く，カール・サンドバーグやヴェイ

チェル．リンジーらの「シカゴ・ルネッサンス」の

詩人と呼ばれる人達が寄稿し，彼らが生み出した変

“TheWearyBlues,，（`26）

Droningadrowsysyncopatedtune，

RockmgbackandfOrthtoamellowcroon，

IheardaNegroplay･

DownonLenoxAvenuetheothernight

BythepaleduUpallorofanoldgasliｇｈｔ

Ｈｅｄｉｄａｌａｚｙｓｗａｙ.…

Ｈｅｄｉｄａｌａｚｙｓｗａｙ…．

－２３－



`i,1%丈化li〃光１１をｌｌｊ

LetAmericabethedrpzumthedIC3mersdlCamed-

Letitbethatgreatstronglandoflove

Whereneverkingsconnivenortyrantsscheme

Thatａｎｙｍａｎｂｅｃｒｕｓｈｅｄｂｙｏｎｅａｂｏｖｅ．

TothetunedthoseWearyBlues、

Ｗｉｔｈｈｉｓｅｂｏｎｙｈａｎｄｓｅａｃｈｉｖｏｒｙｋｅｙ

Ｈｅｍａdethatpoorpianomoanwithmelody・

OBlues1

Swayingtoandfroonhisricketystool

Heplayedthatsadmggytunelikeamusicalfbol

SweetBlueｓ１

ＣｏｍｉｎｇｆｒｏｍａｂｌａｃｋｍａｎｓｓｏｕＬ

ＯＢｌues1

Inadeepsongvoicewithamelancholytone

lheardthatNegmsing,thatoldpianomoan－

．．Ａin，tgotnobodyinallthisworld，

Ain､ｔｇｏｔｎｏｂｏｄｙｂｕｔｍａｓｅｌｆ

ｒｓｇｗｉｎｅｔｏｑｕitmafrownin、

AndputmatrDublesontheshelf.”

（50)Ⅲ

(ItneverwasAmericatome.）

Ｏ,letAmericabeAmericaagain-

Thelaｎｄｔｈａｔｎｅｖｅｒｈａｓｂｅｅｎｙｅｔ－

Ａｎｄｙｅｔｍｕｓｔbe-thelandwhereevery

manisfiPee・

Thelandthat,ｓｍｉｎｅ－ｔｈｅｐｏｏｒｍａｎｓ，

Indian，s,Negro,s,ＭＥ－

ＷｈｏｍａｄｅＡｍｅｒｉｃａ，

Whosesweatandblood,whosefaithandpain，

Whosehandattheibundry,whoseplowinUlerain，

Mustbringbackourmightydreamagain．

（189-191）

この詩やより直接的に基本的なブルース形式を利

用した詩に加えて，彼の最初期の作品は，アフリカ

ン・アメリカン独自の美の主張や生活の描写をおこ

なった詩を多く含んでいる。現在でも。これらの詩

にもとづいた「ハーレムの桂冠詩人ThePoet

LaureateofHarlem」としてのイメージが，主にヒ

ューズの評価とパブリック・イメージを決定してい

るように思われる。

ここに見られるようなアメリカン・デモクラシー

の内部でのアフリカン・アメリカンの地位の向上の

ための主張は，彼の詩に操Ｉ)返し取り上げられてい

る。また，すべての作品において彼が般終的な目標

とするところは，アフリカン・アメリカンの社会的

地位の向上であったということもできるであろう。

驚くべきことは，彼がマイノリティには困難な作家

という職業を専業的に維持し生計を立てると同時

に，この点について拘り続けたことである。

ヒューズは「ニグロ・ルネッサンス」が1929年

の大恐`慌で下火になった後，同世代の作家達が消え

ていく111でも活発な活動を続けつつ，上に挙げたよ

うな点について，そのキャリアを通じて基本的姿勢

において一貫性を保ちつづけた。第二次大戦後の彼

の代表的な詩作品である「実現延期の夢のモンター

ジユノＶ０"ｍｇＥｑ/αＤ"α加止/ｂｒ７Ｆｄｊ（､51)は，｜可時代

の「パップ・ジャズ」の傾向を取り込みながら．ハ

ーレムの生活の断片を描いている。このことは，ヒ

ューズがジャズやブルースに対する関心を新鮮なま

まで持ち続けていたこと，アフリカン・アメリカン

ｉｉ・アメリカン・デモクラシーの拡張

ヒューズの代表作としては，今あげたアフリカ

ン・アメリカンの現実をポピュラーな音楽形式など

を取り込みながら描いた詩があるが，現在ではそれ

と|可時に，マイノリティとしての政治姿勢をよりliii

Kiiに11)した詩も高く評価されている。その顕著な一

例として．次の詩を挙げることができる。

、LetAmericaBeAmericaAgain.,（、36）

LetAmericabeAmencaagain・

Letitbethedreamitusedtobe・

Letitbethepioneerontheplain

Seekingahomewherehehimselfisfree．

(AmericaneverwasAmericatome.）
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たちの生活を描き続けることに拘り続けたことを示

している。

これまで述べてきたことを要約すると，ヒューズ

は現在では，「ハーレムの桂冠詩人」と，マイノリ

テイヘのアメリカン・デモクラシーの拡張の主張者

としての，主に二つのイメージに基づいて，２０世

紀におけるアフリカン・アメリカンの文化的な，時

には政治的なスポークスマンとして重要な役割を果

たした人物として評価されているといえる。

Ｔｈｉｓｉｓｗｈａｔｗｅｈａｖｅｔｏｄｏ．

Butwecan,tjoinhandstogether

Solongaswhitesarelynchingblack，

Ｓｏｂｌａｃｋａｎｄｗｈｉｔｅｉｎｏｎｅｕｍｏｎｆｉｇｈｔ

Ａndgetontherighttrack

ByTexas,orGeorgia,orAlabamaled

Cometogether,fellowworkers

Blackandwhitecanallbered33．「革命」詩人としてのヒューズ

しかしながら，この評価，主に1920年代の彼の

イメージに基づき，アメリカン●デモクラシーのイ

デオロギーの内部でたてられたこの評価に，ラング

ストン．ヒューズの残した作品のすべての可能性が

収まるわけではない。1930年代の彼の詩を読むと

き，私達は20年代の彼の詩にはない，しかもアメ

リカン●デモクラシーの枠組みを越えてしまう方向

性にすぐに気付くことができる。その方向性とは，

共産主義に直接的に関係する詩である｡労働問題へ

の関心については20年代の彼の詩にも見ることが

できるが，共産主義的なイディオムはそこには見ら

れない。そのような30年代に入ってからの新しい

方向性を示すものとして，次の詩を挙げることがで

きる。

ＰｕｔｏｎｅｍｏｒｅＳｉｎｔｈｅＵＳ.Ａ、

(176-177）

この詩では，アメリカ合衆国の政治体制を根本か

ら変えてしまうであろう共産主義革命が直接的な語

りかけによって歌われている。1995年に出版された

ｍｅＣｂ此cjajPbc"sq/Ldz'２９sわ"Hb4glzzsには，他にも，

"GoodMorningRevolution,,（､32）や“Revolution”

（３４）などのそのものずばりの題名の共産主義革命

を直接的にアジテートする詩や，ソヴィエト連邦や

レーニンを賞賛する詩が収録されている。これらの

詩においてヒューズは，先の“LetAmericaBe

AmericaAgain,,といった詩に示されたアメリカ

ン・デモクラシーを拡張する方向とは別の政治的立

場をとっている。ヒューズはこれらの双方の立場に

立った詩を同時期に書いており，赤狩りの傾向が第

一次大戦後,第二次大戦後よりは顕著ではなかった，

当時の合衆国においても，共産主義とアメリカン・

デモクラシーのイデオロギー的立場は明らかに別な

ことを考えれば，このことはヒューズの政治姿勢の

矛盾を示しているともいえる。この矛盾については

後で検討することにするが，ここで重要なのはこの

共産主義的立場により，合衆国の公式的なイデオロ

ギー，アメリカン・デモクラシーでは見えてこない

社会的な関係を把握することが可能になっているこ

とである。次の詩はこの可能性を明確に示している。

“OneＭｏｒｅ`S，intheUS.A・”（`34）

ＰｕｔｏｎｅｍｏｒｅｓｉｎｔｈｅＵＳ.Ａ、

ＴｏｍakeitSovieL

OnemolCsintheUS.Ａ・

Ｏｈ,ｗｅ,lllivetoseeityet・

Whenthelandbelongstothefarmers

Andthefactoriestotheworkingmen

NowacrossthewaterinRussia

TheyhａｖｅａｂｉｇＵ.S､S・R

ThefatherlandoftheSoviets-

Butthatismightyhlr

FromNewYork,ｏｒTexas,orCalifbrnia,too・

Solisten,fellowworkers，

“TheWhiteMan”（`36）

Surelknowyou1

－２５－
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ユーズは1932年から３３年にかけて，ソ連を旅行，

中央アジアを回った後，シベリアを通って，朝鮮半

島を総て'三１本へ来日し，帝l工1ホテルに滞在，築地小

劇場の劇団員らと交流を行ったりしている。その後

に中国（上海方面）を旅行して，西欧諸国，及び，

Ｈ本の帝国主義的な支配の様子を実際に目にしてい

る。また，アメリカへの帰途，横浜，東京へ立ち寄

ったさいには，日本警察に拘束された後，国外退去

を勧告されている。ツ

また，３７年の詩．RoarChinarには，次のよう

な－－節がある。

You,ｒｅａＷｈｉｔｅＭａｎ

ｒｍａＮｅｇｒｏ・

Youtakeallthebestjobs

Andleaveuｓｔｈｅｇａｒｂａｇｅｃａｎｓｔｏｅｍｐｔｙ

ａｎｄ

Ｔｈｅｈａllstoclean･

Ｙｏｕｈａｖｅａｇｏｏｄｔｉｍｅｉｎａｂｉｇｈｏｕｓｅａｔ

PalmBeach

Andrentusthebackalleys

Andthedirtyslums

YouenjoyRome-

AndmAeEthiopia，

WhiteMan1WhiteMan1

LetLouisArmstrongplayit-

Andyoucopyrightit

Andmakethemoney・

You，rethesmartguy,WhiteMan1

Yougoteverything1

Buｔｎｏｗ，

Ｉｈｅａｒｙｏｕｒｎａｍｅａｉｎ､treaUyWhite

Man

Ihearit，ssomething

Marxwrotedown

Fiftyyearsago-

Thatrichpeopledon・tliketoread

lsthattrue,WhiteMan？

Eventheyellowmencame

Totakewhatthewhitemen

Hadn､talreadytaken

TheyellowmendroppｅｄｂｏｍｂｓｏｎＣｈａｐｅｉ

Ｔｈｅｙｅｌｌｏｗｍｅｎｃａｌｌｅｄｙｏｕｔｈｅｓａｍｅｎａｍｅｓ

Ｔｈｅｗｈｉｔｅｍｅｎｄid

Dog1Dog1Dog1（199）

〔Chapeiチヤーペイ（門平）：上海市の上海駅

(もとの北駅）付近の一角，日本の中国侵略．

1932年の上海事変，1937年の日中戦争にあたり，

激しい市街戦が行われた｡］

ここでは明らかに「黄色人theyellowmen｣，つま

|)，１]本人の中国侵略が描かれており，人種，カラ

ー・ラインが帝国主義における支配一被支配の構造

と必ずしも対応していないことが示されている。こ

れらの詩は特に私達，日本人のおかれた複雑な立場

を表している。こうしたヒューズの詩において．共

産Ｅｉｉ義のイディオムは，帝国主義，資本主義におけ

る複雑な諸関係を明らかにするのに機能しているの

である。

ところが，この1930年代に見られるヒューズの

〃lfI性は彼が批評・紹介される場合にはほとんど無

視に近い扱いを受けている。特に共産主義を直接に

標擁している詩は，アンソロジーや選集からは省か

れていることが多く。我々の|=|に触れる機会も少な

い。：いこれには明らかに50年代のアメリカにおけ

る「赤狩り」，「マッカーシズム」が影響している。

実際に．ヒューズは非米活動委員会から非難された

Isyournameinabook

CalledtheCb'"”"zjS/ＭＪｍ/i?Ｓｍ？

Isyournamespelled

C-A-P-I-T-A-L-S-T？

Ａｒｅｙｏｕａ１ｗａｙｓａＷｈｉｔｅＭａｎ？

Huh？ (194-195）

ここでは，人種lHI題における￣白色人種一有色人

種」の対立が帝国主義。資本主義における支配一被

支配と単純に結びついてはいないことが示されてい

る。この詩はおそらくは，ヒューズの日本，朝鮮半

島，中国滞在経験を踏まえたもので，非}４１人である

'二1本人による朝鮮半島の植民地化中lj[|ヘの侵略を

背景として考えることができるように思われる。上

－２６－
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})，マツカーシーの公聴会で過去の「過激派」とし

ての活動を認めさせられたりしている。彼[|身が編

んだ詩集から，共産主義的な詩が省かれていること

は，ヒューズ自身がそうした時代の流れの!'』で自粛

したのだと考えることができる。４０年代からの彼

の詩は，４２年にllI版された彼の詩集のタイトル

iハーレムのシェイクスピアＳｈａＡｃＳｐｍ”ﾉﾘZHh"Cl"』

が示すように，２０年代の「ハーレムの桂冠詩人」

のイメージにしたがったものが多くなっていく。そ

うすると．このイメージは40年代からの作家活動

を続けていくために，彼自身が作りだしたものであ

ると考えることもできるのではないだろうか。

しかし，今日ヒューズの作品を評価しようとする

場合に。彼の30年代の詩に主に見られる，従来の

評価からは省かれてきた，共産主義的な傾向を見な

いままですますことが，彼の仕事のもつ重要な一iii

を見落とすことになることは明らかである。セネガ

ルの詩人であり．大統領にもなったレオポルド・セ

ダル．サンゴールReopoldSedarSenghorは，合衆

国の「ニグロ・ルネッサンス」の中で，後のアフリ

カ．カリブ海諸国における「ネグリチュード

Negritude」運動にもっとも大きな影響を与えた人

物はヒューズであると語っている。』'つまり，ヒュ

ーズの作品の可能性はアメリカ合衆国の境界を越え

ていくのである。彼の共産主義の詩は，独自の視点

によって社会的諦関係を示しており，こうした合衆

国のイデオロギーを越えるヒューズの．世界的な視野

を評価する際に見逃すことができないものであると

思われる。

ただしこの共産主義へのコミットメントのみを取

り出すことも，ヒューズの作品のもつ複数性を消し

てしまうことになるだろう。私達はさらに，これら

の詩とヒューズの他の側面との間にどのような連続

性を見出すことができるかを検討する必要がある。

メジャーな言説において取りうる政治的な立場とし

て，穏当なものである。それに対して，．`ＯｎｅＭｏｒｅ

.Ｓ,ｉｎｔｈｅＵＳ.Ａ・￣などの詩においては．アメリカ

国内の問題を越えた世界革命の思想が鮮明であり，

アメリカン・デモクラシーの限界というものを指摘

しているといえるだろう。

これらの詩が発表されたメディアに注目してみる

と，まず“LetAmericaBeAmericaAgain￣は1936

年にＥｓ９ｉ４ｉ”において発表されている。ＥＳ“”は現

在でも有名であるが，1933年に都会派高級メンズ

マガジンとして創刊された雑誌であり。この媒体が

中産階級白人の読者に向けられていたことは明らか

である。対して，℃ｎｅＭｏｒｅ．S，ｉｎｔｈｅＵ.S､Ａ￣は

1934年にＨ刊紙ＤａＵｙＷｂ液cγに，TheWhiteMan.・

は1936年にＴﾉlclVb”MJss2sに発表されている。こ

れらは共産党系の新聞・雑誌である。そうすると、

ヒューズは雑誌すなわち読者によって，政治的．イ

デオロギー的立場を使い分けていたことになる。

こうした雑誌媒体による，ある意味では軽薄とも

とれなくもない政治姿勢の選択を私達はどう考える

べきだろうか。政治的日和見主義であるという批判

もありうると思われるし，実際にヒューズは当時の

右翼・左翼両陣営から批判されているｃここで，私

達はイデオロギー的立場のみが政治的ではないこと

を，当然のことながら思い起こす必要があるだろ

う。

1920年代に遡ってみると，初期のヒューズの詩

はアフリカン・アメリカンの団体が発行していた雑

誌に掲載されている。例えば，彼の最初に出版され

た詩である⑪TheNegroSpeaksofRivers＝は，Ｎ

ＡＡＣＰ（全国黒人地位向-1二協会）の機関誌で，Ｗ、

Ｅ、Ｂ，デュポイスによって創刊されたQjSjSに掲

載されているし，“TheWearyBlues”は，「黒人の

生活の日誌AJoumalofNegroLife」というサブタイ

トルの付いていた０，，０t""ｉｌ(ｙ誌が初出になってい

る。

そこから見ると，彼が活動の範囲をアフリカン・

アメリカンの知識人の狭いサークルから，遥かに多

くの読者を獲得できるメディアヘと拡げていったこ

とがわかる。当時の社会状況からいえば，イデオロ

ギーの主張よりも，マイノリティの作家が雑誌に詩

4．マイノリティからの複数的視野

LetAmericaBeAmericaAgain”では，ヒュー

ズはアメリカン・デモクラシーを人種を越えて，現

実に拡張していくことを明確に訴えているｃこれは

マイノリテイの作家が，当時の合衆国国内における

－２７－
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を掲載して，専業的な文筆家として活動を続けてい

くこと自体の政治性のほうが大きいのではないだろ

うか。ヒューズがこれら双方の立場の識で行ってい

るのは，ある政治的イデオロギーをlii純にrt賛する

ことではなく、彼自身がその一部である．合衆国に

おけるマイノリティの現実とそれを乗り越える可能

性を．出版された，読者に届く形で示すことである

のだと考えることができる。

ヒューズのこうした政治的な態度の決定は，彼の

ジャズに対する評価にその原型を見ることができ

る。２０年代から30年代のジャズという晋楽にたい

する評価は複雑性・両義性を孕んでいた。ヒューズ

がジャズやブルースの特徴を詩の'１１に取り込んだこ

とは，当時のアフリカン・アメリカンの多くの知識

人たちから，みずからの人種の堕落した側面をさら

け出すものだとして批判されている。また，ソ連に

おいては，３０年代には既に退廃した資本主義の音

楽として禁止されていた（にもかかわらず，ヒュー

ズがソ連訪問の際に携帯したジャズのレコードにソ

連人たちが熱中する様子が，ヒューズの自伝ノ

リVmdCrasIWlz"｡eγには描かれている)。ところが

逆に，ベルトルト・ブレヒトと「三文オペラ」を書

いたドイツのユダヤ系作曲家クルト・ヴァイル

KurtWeillはジャズをオペラに取り込んだことでよ

く知られている。ナチス・ドイツ時代に彼が非難さ

れたのはまさにこのことが退廃にあたるという点で

あった。そこではジャズは抵抗の一形式であったの

である。こうした複雑な評価の中でのヒューズの一

貫性は注目に値する。なぜヒューズはこのポピュラ

ーなジャンルにそれほどの重点をおいたのだろう

か。

ヒューズがジャズを評価したのは，もちろん第一

には，この新しい，また真にアメリカ合衆国のもの

であるといいうる初めての音楽の生成に，アフリカ

ン・アメリカンが重要な役割を果たしたからであ

る。しかし，またそれは私達が不可避的に資本主義

社会に属していること，そして，私達の表現がそこ

でしか可能ではないのだということの認識に基づい

ていると思われる。例えば，ヒューズは彼の“Jazz

asCommunication￣というエッセイの中にこう書い

ている。

Ｓｏｍｅｂｏｄｙｉｓｇｏｉｎｇｔｏｒｉｓｅｕｐａｎｄｔｅｌｌmethat

nothingthatcomesoutofTinPanAlleyisjazz・I

disagreeCommercial，yes・But…Whatdoyouthink

TonyJacksonandJellyRollMortonandKingOliver

andLouisArmstrongplayingfor？Peanuts？ＮＣ，

money,eveninDixieland

（71heＬ(、95/o〃Ｈｂ４ｇ/zcsRmde尻492）

ジャズは1920年代に向けて，アメリカ合衆国と

また全'1t界の資本主義の大衆メディア社会が形を成

していく過程で生まれた音楽であり，それが商業的

な音楽であるという指摘も真実である。しかし，そ

れだけではないのである。ジャズとそれを生んだ社

会状況は，それが危ういものだとしても，それまで

白人が生み出した文化の中での表現を強いられてき

たアフリカン・アメリカンに新しい発言の場を生み

出したのだ。ヒューズ自身の詩人としての立場もこ

の過程の中にある。ヒューズ以前のアフリカン・ア

メリカンの詩は二つの傾向に分かれていた。一つは

白人と同じように書くことであり，もう一つは黒人

はこのようなものであるという白人の通念にしたが

って醤〈ことであった。ヒューズの前の世代のアフ

リカン・アメリカンの詩人ジェイムズ・ウェルド

ン・ジョンソンJamesWeldonJohnsonらが詩を醤

<際に常に直面したのがこのジレンマであった。そ

れに対して，ジャズという音楽が示した，大衆メデ

ィア社会が成立することによって，まさに商業性の

中でのみ生まれた可能性，そこにヒューズは賭けた

のであり，それは資本主義社会の中に生きながら公

式的な言説の中に場所を持たない声を浮上させるマ

イノリティとしての一つの戦|略であったのである。

この状況を視野に入れることで，彼のジャズなど

を取り込んだ詩と共産主義的な詩の繋がりが明らか

になってくる。マルクス主義の可能性ということを

今日において考えるなら，それがまず第一に現実の

資本主義の分析であって，その現実においてとりう

る万策をわれわれに教えることであったことは明'。

であろう。llif史的に見れば，共産主義は，そうした

方策を現実において探求する試みの最も重要なもの

であった。ヒューズは，ジャズや共産主義によって，

－２８－
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彼''１身が|耐かれた立場や資本主義・大衆メディア社

会の''１でどう位悩を定めていくかを模索しているの

だ。そして結果として彼の詩には，現実的社会状況

をMIIiまえた，マイノリテイの'Z場からのみ''1能な複

数的視野が現れているのである。

ここでは，私達はアメリカン・デモクラシーの'１１

での椛利の随張を行った詩人としてのみ捉える評Iilli

のlllではiiliえてしまう．ラングストン．ヒューズの

30年代の詩を見直すことで見えてくる，一つのｉ１Ｊ

能性について検討したｃヒューズはジャズのことを

｢実現が延期されている夢のモンタージュa

montageofadreamdeferred（ＴｈｅＬα"gslo〃Lri《gﾉ,es

Read“494)」であると書いているが，私達は彼の

政治的な詩を集合的に政治的なモンタージュとして

読み１t[すことができる。一つのイデオロギーに収iiiｋ

されないその可能性を読み解いていく仕事は，まだ

私達に多く残されているように思う。

２）1920ｲli化から30ｲ12代のLangstonHugheSの脇i【｣的

な`lib柄に|判しては，LangstonHuglles,ノＷb"dcr“ノ

ｗb"｡c施八〃ＡＩｲｨobjqg7uphjmﾉﾉｂ""『(ryを参11((,＝

３）例外としては，ヒューズの政ifilMjな作,１Aだけを集

めているFaithBerry，GopdMDr"jj1gREVOLU770/Ｍ

［ﾉ"CO此CUI”SDciα/ＢｍＦＳ/Ｗ)'7"J摩ｈｙＬｌＨｒ)pqIMD〃ﾉP'WZJﾉＩＦＳ
がある。

`I）このLeopoldSedarSenghorの発澗については．カ

セット・テープI/bj"s＆ＷＳj()"sfLの藤ｈｗ〃!“Ｃｓを
参1MＩした。
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